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○
平
成
26
年
度
決
算
に
基
づ

く
健
全
化
判
断
比
率
及
び

資
金
不
足
比
率
の
報
告
に

つ
い
て

○
村
の
義
務
に
属
す
る
和
解

及
び
損
害
賠
償
の
額
の
専

決
処
分
に
つ
い
て

○
山
形
村
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
の
選
任
に
つ
い

て
　
上
條
　
勝
さ
ん
＝
下
竹
田

を
再
任
（
平
成
27
年
10
月

１
日
か
ら
平
成
30
年
９
月

30
日
ま
で
の
３
年
間
）

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
つ
い
て

　
百
瀬
悦
子
さ
ん
＝
下
竹
田

を
再
任
（
平
成
28
年
１
月

１
日
か
ら
平
成
31
年
12
月

31
日
ま
で
の
３
年
間
）

○
平
成
26
年
度
山
形
村
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て

○
平
成
26
年
度
山
形
村
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
26
年
度
山
形
村
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い

て

○
平
成
26
年
度
山
形
村
介
護

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
26
年
度
山
形
村
清
水

高
原
簡
易
水
道
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て

○
平
成
26
年
度
山
形
村
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い

て
○
平
成
26
年
度
山
形
村
水
道

事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て

（
以
上
７
件
　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
認
定
）

○
平
成
26
年
度
山
形
村
水
道

事
業
会
計
剰
余
金
の
処
分

に
つ
い
て

○
山
形
村
行
政
手
続
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

○
平
成
27
年
度
山
形
村
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

○
平
成
27
年
度
山
形
村
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

○
平
成
27
年
度
山
形
村
清
水

高
原
簡
易
水
道
特
別
会
計

補
正
予
算

　
（
第
１
号
）

○
平
成
27
年
度
山
形
村
ふ
れ

あ
い
児
童
館
第
２
児
童
ク

ラ
ブ
施
設
整
備
工
事
の
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
以
上
６
件
　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決
）

○
山
形
村
個
人
情
報
保
護
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

○
山
形
村
議
会
会
議
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
に

つ
い
て

○
国
の
責
任
に
よ
る
35
人
学

級
推
進
と
、
教
育
予
算
の

増
額
を
求
め
る
意
見
書

○
私
立
高
校
へ
の
公
費
助
成

に
関
す
る
意
見
書

（
以
上
３
件
　
　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
原
案
可
決
）

報
　
　
告

承
　
　
認

発
　
　
議

認
　
　
定

諮
　
　
問

報
　
　
告

同
　
　
意

議
　
　
案

○平成27年度山形村
　　一般会計補正予算の主なもの
　歳入歳出に１億37,821千円を36億52,971千円と
した。歳入の主なものは、地方交付税51,016千
円、歳出の主なものは、庁内コンピュータのセキ
ュリティ関連で15,000千円、繰り上げ償還61,000
千円、財政調整基金積み立てで54,109千円。

平
成
27
年
第
３
回
山
形
村
議
会
定
例
会

平
成
27
年
第
３
回
山
形
村
議
会
定
例
会

26
年
度
決
算
を
認
定

26
年
度
決
算
を
認
定

　
第
３
回
定
例
会
は
９
月
４
日
か
ら
16
日
ま
で
の
13
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
た
。
村
か
ら

提
出
さ
れ
た
平
成
26
年
度
会
計
決
算
７
件
の
認
定
な
ど
、
全
23
件
（
報
告
２
件
、
同
意
１

件
、
諮
問
１
件
、
認
定
７
件
、
議
案
７
件
、
請
願
１
件
、
陳
情
１
件
、
発
議
１
件
）
を
審
議

し
、
い
ず
れ
も
原
案
可
決
し
た
。
請
願
１
件
、
陳
情
２
件
が
提
出
さ
れ
各
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
請
願
・
陳
情
各
１
件
が
採
択
さ
れ
国
・
県
の
関
係
方
面
へ
意
見
書
を
提
出
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
10
人
が
立
ち
、
村
政
全
般
に
わ
た
っ
て
質
問
し
た
。

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
報
告

　
７
月
９
日
㈭
　
閉
会
中
の

事
務
調
査
を
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
い
ち
い
の
里
」
で
行

な
っ
た
。「
Ａ
コ
ー
プ
」
や

「
ア
ッ
プ
ル
ラ
ン
ド
」
の
撤

退
に
よ
り
買
物
弱
者
が
増
え

た
こ
と
を
受
け
、
福
祉
バ
ス

の
運
行
を
見
直
し
、「
ビ
ッ

グ
」
回
り
と
し
た
。
し
か
し

新
た
な
問
題
が
生
じ
、
住
民

の
皆
さ
ん
か
ら
福
祉
バ
ス
が

使
い
に
く
く
な
っ
た
と
の
声

が
上
が
っ
て
き
た
。

　
そ
こ
で
全
委
員
が
実
際
に
福
祉
バ
ス
に
乗
っ
て
ど
こ
が
問
題

点
か
の
検
証
を
行
な
っ
た
。
そ
の
後
保
健
福
祉
課
職
員
と
質
疑

応
答
を
し
、
今
後
見
直
す
方
向
を
探
る
と
の
結
果
を
得
た
。

３

平成2６年度
決算一般会計 33億5,111万円に

1億1,510万円の黒字決算黒字決算黒字決算一般会計
平成２6年度　各会計の決算概要 （単位：円）

実質公債費比率3.6％に前年度より改善2.6ポイント
　村の平成26年度決算は歳入34億9,092万円、歳出33億5,111万円となり翌年度への繰り越し財源を差し引き黒字決算
となった。村税収入状況全体では前年対比37,865千円の増収となったが、未収額（滞納繰り越しも含む）36,561千円で、
前年より6,264千円減ったが税の公平からも滞納解消につとめてほしい。
　歳出の主なものは、平成27年発行のプレミアム商品券92,450千円（繰越明許）、民生費社会福祉費では障がい者等自立支
援扶助費１億37,226千円、老人福祉費１億15,932千円、児童福祉費として山形保育園費１億92,950千円、衛生費のう
ち塵芥処理費（ごみ処理費）89,346千円、家庭系可燃ゴミが若干増加しています。農林水産費では平成26年２月の雪害被
害に対し32,419千円の補助金を、商工費では住宅リフォーム事業補助金19,907千円を、土木費では４ｍ未満の道路改良を
含め道路維持費として48,691千円、また松本広域連合消防費負担金として95,628千円を歳出しています。教育委員会関係
では学校管理費を含め総額２億21,811千円（繰越明許41,5581千円含む）が執行されました。

解説：実質公債費比率とは地方公共団体の財政の健全の判断を示す４つの比率の１つでこの比率が18.0％になると公債（借
金）発行許可団体になり25％を超えると起債が認められなくなるとされています。村は健全な運営がなされていると
いえます。但し、大型の事業が少ない事等も数値が低い原因となります。

一 般 会 計
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介 護 保 険 特 別 会 計
清水高原簡易水道特別会計
公共下水道事業特別会計

区　　　分
3,490,927,569
1,102,904,033
63,438,648
694,021,264
16,114,893
443,154,026

歳　　入
3,351,111,453
1,014,935,817
63,318,848
678,792,494
14,679,308
429,196,787

歳　　出
115,109,116
87,968,216
119,800

15,228,770
1,435,585
13,957,239

実質収支額
139,816,116
87,968,216
119,800

15,228,770
1,435,585
13,957,239

差 引 額

１．営業収益
２．営業費用
　　　　　　　　営業利益
３．営業外収益
４．営業外費用
　　　　　　　　経常利益
５．特別損失
　　　　　　　　当年度純利益
前年度繰越利益剰余金
当年度末処分利益剰余金

183,364,874
152,222,786
31,142,088
12,626,424
13,416,491
30,352,021
969,600

29,382,421
13,168,190
42,550,611

（１－２）

（１－２＋３）

（１－２＋３-５）

42,550,611
1,000,000
25,000,000
16,550,611

剰余金処分
未処分利益剰余金
減債積立金
建設改良積立金
次年度繰越金

水道事業会計（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

　
去
る
９
月

３
日
東
筑
摩

郡
村
議
会
議

員
大
会
が
ミ

ラ
フ
ー
ド
館

に
お
い
て
、

東
筑
５
村
の

議
会
議
員
が

出
席
し
開
催

さ
れ
た
。

　
大
会
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の

村
が
抱
え
る

道
路
整
備
関
係
の
要
望
が
出
さ
れ
た
。

　
山
形
村
か
ら
は
、
塩
尻
鍋
割
穂
高
線
・
上
竹
田
地

区
の
歩
道
新
設
の
早
期
完
了
を
要
望
す
る
議
案
を
、

西
牧
一
敏
議
員
が
趣
旨
説
明
を
行
な
い
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
た
。

　
議
事
の
後
、
松
本
大
学
講
師
福
島
明
美
先
生
に
よ

る
講
演
が
行
な
わ
れ
た
。

　
今
回
は
地
方
創
生
戦
略
に
つ
い
て
、
他
の
市
町
村

の
真
似
を
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
に

合
っ
た
戦
略
を
立
て
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
地
域
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
必
要
で

あ
る
、
と
の
講
演
を
聴
い
た
。

第
66
回

　東
筑
摩
郡
村
議
会
議
員
大
会

歩
道
新
設
（
主
要
地
方
道
塩
尻
鍋
割
穂
高
線
・

　
　
　
　上
竹
田
地
区
）
の
早
期
完
了
に
つ
い
て
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　上
竹
田
地
区
）
の
早
期
完
了
に
つ
い
て



　
　
　
農
業
の
担
い
手
の
育

　
　
成
確
保
に
つ
い
て
。

　
　
　
村
長
　
農
業
従
事
者

　
　
の
高
齢
化
が
進
む
な
か
、

新
規
参
入
を
対
象
に
国
の
手

厚
い
補
助
制
度
と
は
別
に
、

地
元
20
代
、
30
代
の
若
者
に

対
し
て
、
少
額
で
は
あ
る
が

村
の
単
独
で
の
補
助
を
準
備

し
、
若
い
農
業
者
が
集
う
農

村
青
年
会
議
へ
の
支
援
な
ど

を
通
し
て
、
よ
り
就
農
し
や

す
い
環
境
の
整
備
に
努
め
て

い
き
た
い
。

　
　
　
農
作
物
の
生
産
、
ブ

　
　
ラ
ン
ド
化
の
促
進
と
地

域
特
産
物
の
開
発
に
つ
い
て
。

　
　
　
村
長
　
山
形
村
で
育

　
　
つ
農
産
物
の
品
質
の
高

さ
は
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、

誰
も
が
認
め
て
い
る
と
こ
ろ

だ
。
生
産
か
ら
加
工
・
販
売

ま
で
を
一
元
的
に
行
な
う

「
農
業
の
６
次
産
業
化
」
が
、

村
内
に
も
い
く
つ
か
の
芽
が

吹
き
始
め
た
。
観
光
農
業
の

定
着
や
、
Ｊ
Ａ
を
中
心
に
進

め
ら
れ
て
い
る
果
樹
の
新
技

術
の
導
入
な
ど
、
い
ず
れ
も

今
後
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る

事
業
に
対
し
、
様
々
な
形
で

支
援
を
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
そ
の
他
に
、
遊
休
農
地
に

つ
い
て
質
問
し
た
。

村
単
独
で
の
補
助
を
準
備
す
る

村長 第
5
次
山
形
村
総
計
画
に
つ
い
て

赤羽千秋議員

西牧一敏議員

　
　
　
村
長
は
健
康
と
農
業
、

　
　
健
康
と
観
光
、
健
康
と

福
祉
等
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
あ

げ
た
が
現
在
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
か
。

　
　
　
村
長
　
農
業
に
つ
い

　
　
て
は
昨
年
提
案
を
受
け

た
、
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
で
、

来
年
２
月
出
店
す
る
予
定
で

あ
る
。
ま
た
、
山
形
村
の
特

概
ね
遅
滞
な
く
進
ん
で
い
る

村長 施
政
方
針
の

　
　進
捗
状
況
を
検
証
す
る

産
で
あ
る
長
芋
網
室
の
更
新

の
た
め
に
支
援
を
す
る
。

　
次
に
健
康
に
よ
い
と
さ
れ

る
長
芋
を
農
村
生
活
マ
イ
ス

タ
ー
の
料
理
レ
シ
ピ
と
料
理

技
術
で
全
国
的
Ｐ
Ｒ
を
し
た

い
。

　
健
康
と
観
光
に
つ
い
て
は
、

い
ろ
ん
な
地
域
、
人
材
と
の

交
流
を
通
し
て
村
を
元
気
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　
未
満
児
・
待
機
児
童

　
　
の
解
消
は
な
さ
れ
て
い

る
の
か
。

　
　
　
村
長
　
山
形
保
育
園

　
　
で
は
配
置
基
準
に
従
い

保
育
士
を
配
置
し
て
い
る
が
、

中
途
入
園
に
お
い
て
は
、
お

断
り
す
る
場
合
も
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
本
年
度
は
中

途
入
園
の
希
望
者
の
う
ち
１

件
を
、
や
ま
の
こ
保
育
園
を

紹
介
し
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
、

待
機
児
童
は
い
な
い
と
、
捉

え
て
い
る
。

　
そ
の
他
に
、
選
挙
権
の
18

歳
引
き
下
げ
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

大池俊子議員

　
　
　
日
本
一
元
気
で
明
る

　
　
い
村
づ
く
り
を
掲
げ
て

い
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
が
終
っ

て
も
役
場
周
辺
の
除
草
は
中

途
半
端
な
ま
ま
で
、
日
本
一

明
る
い
と
は
言
い
が
た
い
が
。

　
　
　
村
長
　
村
の
ト
レ
セ

　
　
ン
・
児
童
館
・
ド
ー
ム

等
の
周
辺
・
鷹
の
窪
公
園
等

一
つ
の
請
負
範
囲
と
し
て
、

指
定
範
囲
を
業
務
仕
様
書
に

定
め
２
万
２
千
６
百
㎡
を
請

負
に
出
し
た
。
今
年
度
初
め

て
参
入
し
た
事
業
者
の
た
め

整
備
が
不
十
分
で
、
そ
の
折

に
再
三
や
り
直
し
を
指
示
し

た
。
実
施
は
５
月
か
ら
11
月

ま
で
に
３
回
の
請
負
で
あ
る
。

　
　
　
松
本
市
は
、「
す
べ

　
　
て
の
子
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
」
で
、
小
中
学
校

で
の
除
草
剤
や
ア
メ
シ
ロ
等

農
薬
を
禁
止
し
て
い
る
が
、

村
長
は
こ
の
点
を
ど
う
考
え

る
か
。

　
　
　
村
長
　
で
き
る
だ
け

　
　
使
用
し
な
い
方
が
よ
い
。

　
　
　「
や
ま
っ
ち
マ
ー
ク

　
　
看
板
」
が
新
た
に
設
置

さ
れ
た
が
従
来
の
「
案
内

板
」「
農
業
車
輌
優
先
」
な

ど
の
再
点
検
は
。

　
　
　
村
長
　「
看
板
類
の

　
　
整
備
」
と
し
て
、
で
き

る
も
の
か
ら
対
応
を
考
え
て

い
き
た
い
。

業
者
に
は
再
三
指
示
し
た

村長 役
場
周
辺
の
除
草
は

　
　
　
　中
途
半
端
な
ま
ま

4
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A
シ
ル
バ
ー
に
よ
る
手
入
れ

　９月議会定例会は７日
に一般質問が行なわれ、
村政全般に亘って1０人
が質問した。



　
長
野
県
が
表
明
し
た
「
子

育
て
支
援
戦
略
」
は
、
市
町

村
と
の
協
働
に
よ
り
支
援
策

を
強
化
し
「
み
ん
な
で
支
え

る
子
育
て
安
心
県
」
を
構
築

す
る
と
し
、
特
に
子
育
て
世

帯
の
負
担
感
が
大
き
い
「
保

育
料
」
と
「
医
療
費
」
に
対

す
る
負
担
軽
減
策
を
講
じ
た
。

そ
こ
で
村
の
今
後
の
指
針
を

う
か
が
う
。

　
　
　
多
子
世
帯
の
保
育
料

　
　
負
担
軽
減
は
、
国
の
基

準
で
「
同
時
入
所
」
の
場
合

を
限
定
し
、
第
２
子
は
半
額
、

第
３
子
は
全
額
の
支
援
を
受

け
ら
れ
る
が
、
近
年
は
同
時

入
所
要
件
の
撤
廃
も
し
く
は

緩
和
策
を
独
自
に
打
ち
出
す

自
治
体
が
多
く
な
っ
て
き
た
。

山
形
村
の
指
針
は
。

　
　
　
村
長
　
児
童
が
３
人

　
　
以
上
い
る
世
帯
の
第
３

子
以
降
の
子
に
対
し
、
保
育

料
の
月
額
６
千
円
の
軽
減
を

図
っ
た
。「
同
時
入
所
」
要

件
撤
廃
に
つ
い
て
は
、
今
後

前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
子
ど
も
医
療
費
助
成

　
　
は
、
県
の
支
援
範
囲
が

拡
大
し
た
こ
と
を
受
け
、
高

卒
ま
で
助
成
す
る
自
治
体
が

急
増
し
て
い
る
。
山
形
村
も

早
期
に
高
卒
（
18
歳
）
ま
で

支
援
拡
充
の
英
断
を
。

　
　
　
村
長
　
少
子
高
齢
化

　
　
の
中
、
福
祉
の
充
実
と
、

住
み
や
す
い
村
づ
く
り
を
進

め
る
観
点
か
ら
、
早
期
実
施

を
目
指
し
検
討
す
る
。

　
そ
の
他
に
、
誕
生
記
念
樹

の
交
付
制
度
に
つ
い
て
議
論

し
た
。

早
期
実
施
に
向
け
て
前
向
き
に
検
討
す
る

村長 子
ど
も
医
療
費
助
成
を

　
　
　
　高
卒
ま
で
拡
充
を

大月民夫議員

保
育
園
運
動
会

　
　
　
清
水
高
原
の
別
荘
に

　
　
も
空
き
家
が
目
立
つ
よ

う
に
な
り
、
今
後
村
の
管
理

組
合
に
対
し
、
管
理
運
営
は

ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

　
　
　
村
長
　
別
荘
利
用
者

　
　
の
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
魅
力
的
な
観
光
保

健
休
養
地
と
し
て
維
持
発
展

を
考
え
た
村
の
か
か
わ
り
方

あ
る
い
は
管
理
組
合
運
営
体

制
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
清
水
高
原
の
空
き
別

　
　
荘
の
こ
れ
か
ら
の
管
理

は
。

　
　
　
村
長
　
施
設
面
で
は
、

　
　
管
理
組
合
で
年
間
を
通

し
て
業
務
委
託
を
し
て
い
る
。

　
　
　
清
水
高
原
の
観
光
と

　
　
の
関
係
は
。

　
　
　
村
長
　
高
原
内
に
は
、

　
　
京
都
の
清
水
寺
と
縁
が

あ
る
古
い
歴
史
を
持
つ
清
水

寺
が
あ
る
。
ま
た
「
ス
カ
イ

ラ
ン
ド
き
よ
み
ず
」
は
、
村

の
観
光
資
源
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
が
活
性
化
す
る
こ
と
に

よ
り
、
村
の
観
光
も
発
展
し

て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　「
ふ
る
さ
と
納
税
」

　
　
は
。

　
　
　
村
長
　
ア
イ
デ
ア
を

　
　
活
か
し
た
取
り
組
み
は

必
要
と
考
え
て
い
る
。
体
制

を
整
え
て
い
き
た
い
。

維
持
発
展
す
る
運
営
体
制
を
検
討

村長 清
水
高
原
管
理
組
合
に
つ
い
て

籠田利男議員

　
　
　「
健
康
寿
命
延
伸
」

　
　
に
つ
い
て
。

　
　
　
村
長
　
松
本
市
よ
り

　
　
講
師
を
招
き
、
保
健
福

祉
課
・
住
民
課
職
員
の
研
修

を
行
な
っ
た
。
ま
た
、
信
州

大
学
医
学
部
、
松
本
大
学
人

間
健
康
学
部
と
共
に
会
議
を

開
催
し
、
有
識
者
の
先
生
方

よ
り
山
形
村
の
健
康
に
関
す

る
各
種
デ
ー
タ
の
分
析
に
つ

い
て
助
言
を
い
た
だ
い
た
。

こ
の
会
議
は
健
康
寿
命
延
伸

検
討
委
員
会
の
準
備
会
で
あ

る
。

　
そ
の
他
、
健
康
産
業
と
し

て
の
企
業
の
デ
モ
や
産
官
学

共
同
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ネ
ッ
ト
へ

の
参
加
、
村
民
を
対
象
と
し

て
の
「
健
康
の
集
い
」
を
開

催
し
た
。

　
今
後
の
目
標
は
、
健
康
は

単
発
的
な
「
歩
く
」
と
か

「
運
動
」
で
は
な
く
、
施
策

と
し
て
進
め
る
た
め
に
は

「
村
民
の
健
康
状
態
や
課

題
」
を
正
し
く
把
握
し
、
そ

の
上
で
方
針
を
定
め
「
村
民

に
見
え
る
目
標
」
と
す
る
こ

と
だ
。

　
今
後
検
討
委
員
会
で
結
果

が
ま
と
ま
り
、
目
標
が
定
ま

り
次
第
村
民
に
示
す
。

現
在
は
準
備
段
階
で
あ
る

村長 「
健
康
寿
命
延
伸
」
に
つ
い
て

上条浩堂議員

ピ
ア
や
ま
が
た
敬
老
祭

５

Ｑ AA

Ｑ

Ｑ

ＱA A

A

Ｑ Ｑ

AＱA



　
　
　
文
部
科
学
省
は
、
平

　
　
成
27
年
４
月
21
日
に
実

施
し
た
平
成
27
年
度
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果

に
つ
い
て
公
表
し
た
。
本
調

査
は
、
国
語
、
算
数
・
数
学
、

理
科
の
３
教
科
で
、
小
学
校

６
学
年
及
び
中
学
校
３
学
年

の
全
児
童
生
徒
を
対
象
と
し

た
悉
皆
（
し
っ
か
い
）
方
式

に
よ
り
調
査
を
実
施
し
た
。

な
お
、
調
査
の
結
果
に
つ
い

て
は
、
８
月
25
日
に
各
都
道

府
県
教
育
委
員
会
及
び
調
査

を
実
施
し
た
学
校
を
設
置
管

理
す
る
各
教
育
委
員
会
に
、

８
月
26
日
に
調
査
を
実
施
し

た
各
学
校
に
提
供
し
た
。

　
今
年
度
の
結
果
は
。

　
　
　
教
育
長
　
今
年
度
の

　
　
結
果
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
調
査
結
果
を
も
と
に
、

小
学
校
と
教
育
委
員
で
児
童

の
学
力
の
状
況
や
課
題
、
学

習
意
欲
・
環
境
・
生
活
習
慣
、

教
育
条
件
の
整
備
の
状
況
等

を
そ
れ
ぞ
れ
把
握
・
分
析
す

る
と
と
も
に
、
各
調
査
の
相

互
関
係
に
つ
い
て
も
分
析
す

る
。

　
　
　
そ
の
結
果
を
踏
ま
え

　
　
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に

対
処
す
る
の
か
。

　
　
　
教
育
長
　
分
析
の
結

　
　
果
に
よ
り
明
ら
か
に
な

っ
た
課
題
を
踏
ま
え
た
授
業

の
取
り
組
み
、
校
内
研
修
の

充
実
、
家
庭
に
お
け
る
学
習

習
慣
の
確
立
に
関
す
る
保
護

者
へ
の
働
き
か
け
、
地
域
の

支
援
者
等
へ
の
協
力
等
、
教

育
指
導
等
の
改
善
に
向
け
た

取
り
組
み
を
す
る
。

　
そ
の
他
に
、
介
護
保
険
・

松
く
い
虫
に
つ
い
て
質
問
し

た
。

竹野入恒夫議員

調
査
結
果
に
つ
い
て
は
把
握
・
分
析

教育長 全
国
学
力
・

　学
習
状
況
調
査
の
結
果
は

　
　
　
昨
年
に
引
き
続
き
鳥

　
　
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

質
問
す
る
が
、
村
と
し
て
は

ど
の
よ
う
な
対
策
を
取
っ
て

い
く
の
か
聞
き
た
い
。

　
　
　
村
長
　
本
年
度
山
形

　
　
村
に
適
し
た
方
法
等
を

調
査
研
究
し
鳥
獣
対
策
協
議

会
を
中
心
に
、
住
民
か
ら
意

見
を
う
か
が
っ
て
主
た
る
対

策
を
取
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
本
年
度
は
鳥
獣

被
害
実
施
隊
に
よ
る
巡
回
駆

除
と
、
猟
友
会
も
合
わ
せ
て

活
動
し
一
定
の
成
果
が
出
て

い
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
熊
以
外
の
鳥
獣
に
対

　
　
す
る
対
策
は
。

　
　
　
村
長
　
猿
等
の
被
害

　
　
も
発
生
し
て
い
る
。
あ

る
程
度
の
個
体
調
整
の
必
要

も
あ
る
の
で
、
檻
の
設
置
を

補
正
予
算
に
計
上
し
た
。

　
村
民
の
皆
さ
ん
に
も
、
栗

や
柿
な
ど
を
な
り
っ
放
し
に

し
て
お
か
な
い
で
、
鳥
獣
を

里
へ
近
づ
け
な
い
よ
う
な
環

境
づ
く
り
も
お
願
い
し
た
い
。

　
セ
ン
サ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
は
福
祉
や
介
護
、

防
災
、
気
象
等
そ
れ
ぞ
れ
の

集
中
管
理
に
は
効
率
的
で
あ

り
、
近
隣
自
治
体
で
も
鳥
獣

被
害
対
策
に
利
用
例
も
あ
る
。

　
今
後
情
報
シ
ス
テ
ム
の
推

進
と
利
用
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

三澤一男議員

取
り
入
れ
た
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

村長 地
域
を
守
る
セ
ン
サ
ー

　
　ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
は

　
　
　
健
康
寿
命
延
伸
事
業

　
　
の
推
進
の
た
め
の
実
行

委
員
会
の
立
ち
上
げ
や
、
役

場
内
の
体
制
づ
く
り
は
ど
の

よ
う
に
す
る
の
か
。
ま
た
、

地
方
版
総
合
戦
略
に
反
映
さ

れ
る
の
か
。

　
　
　
村
長
　
現
在
は
、
方

　
　
向
性
や
目
標
を
定
め
る

医
療
関
係
者
・
有
識
者
・
村

内
関
係
者
等
を
交
え
た
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
役
場
体
制
は
特

に
若
手
職
員
の
発
想
に
期
待

し
て
全
庁
で
取
り
組
み
た
い
。

　
村
民
に
と
っ
て
も
重
要
な

施
策
で
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
総
合

戦
略
に
反
映
さ
せ
事
業
を
推

進
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
現
在
実
施
し
て
い
る

　
　
胃
が
ん
検
診
に
お
い
て
、

国
は
来
年
度
か
ら
内
視
鏡
検

査
も
推
奨
す
る
方
向
で
あ
る
。

ま
た
、
検
診
の
前
段
で
血
液

検
査
で
わ
か
る
胃
が
ん
の
リ

ス
ク
検
診
を
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。
村
は
今
後

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く

の
か
。

　
　
　
村
長
　
内
視
鏡
検
査

　
　
に
つ
い
て
は
、
シ
ョ
ッ

ク
や
出
血
な
ど
の
場
合
の
対

応
な
ど
医
療
機
関
で
の
実
施

が
必
要
で
あ
り
、
集
団
検
診

と
し
て
は
実
施
で
き
な
い
。

　
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
に
は
、

効
果
を
判
断
す
る
証
拠
が
不

十
分
で
あ
り
、
導
入
に
つ
い

て
は
当
面
考
え
て
い
な
い
。

新居禎三議員

重
要
な
施
策
と
し
て
実
行
す
る

村長 健
康
寿
命
延
伸
の
取
り
組
み
は

健康のつどいで行なわれた各種チェックの様子
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今
、
旬
の
味
と
言
え
ば
サ
ン
マ
と
な
る
。
今

年
は
小
振
り
で
漁
獲
量
も
少
な
目
と
報
道
さ
れ

て
い
る
。
そ
ん
な
サ
ン
マ
の
取
れ
る
日
本
近
海

も
危
機
を
感
じ
る
海
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
て
連
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
た
「
安

保
法
案
」。
こ
れ
を
決
め
た
理
由
を
、
私
も
素

人
な
り
に
考
え
て
み
た
。
与
党
で
あ
っ
て
も
野

党
で
あ
っ
て
も
両
党
共
日
本
の
安
全
、
平
和
を

願
っ
て
い
る
は
ず
。
先
ず
「
安
保
法
案
」
ロ
シ

ア
と
は
北
方
領
土
の
問
題
、
韓
国
と
は
竹
島
問

題
、
中
国
と
は
尖
閣
諸
島
問
題
、
台
湾
と
は
魚

釣
島
周
辺
の
問
題
が
出
て
い
る
。
今
と
な
っ
て

何
故
日
本
周
辺
の
国
が
、
日
本
に
対
し
行
動
を

起
こ
し
て
来
る
の
か
？
　
考
え
る
に
米
国
と
沖

縄
辺
野
古
問
題
が
あ
る
。
国
内
で
揉
め
て
い
る

今
こ
そ
が
、
日
本
周
辺
国
か
ら
見
れ
ば
チ
ャ

ン
ス
の
は
ず
。
狙
わ
れ
て
当
た
り
前
の
条
件

で
あ
る
。
国
会
の
代
議
士
の
先
生
方
も
日
本

の
安
全
・
平
和
、
戦
争
を
し
な
い
憲
法
９
条

を
考
え
る
な
ら
、
本
当
の
安
全
に
つ
い
て
考

え
て
欲
し
い
。
野
党
の
先
生
方
の
話
を
聞
い

て
い
る
と
、
こ
の
安
保
法
案
を
表
立
た
せ
法

案
を
利
用
し
政
権
を
奪
う
こ
と
を
優
先
し
、

ま
た
続
く
小
政
党
も
こ
れ
に
あ
や
か
ろ
う
と

し
て
い
る
。
民
主
主
義
で
可
決
し
た
法
案

を
、
与
党
も
野
党
も
間
違
い
の
な
い
よ
う
公

正
運
営
を
し
て
欲
し
い
と
望
み
た
い
も
の
で

あ
る
。

　
我
々
国
民
は
政
権
を
治
め
る
の
は
与
党
と
か

野
党
と
か
言
っ
て
い
る
場
合
で
は
な
く
、
先
人

の
人
達
が
命
を
張
っ
て
今
の
日
本
を
築
き
あ
げ

て
く
れ
た
こ
と
を
忘
れ
ず
、
そ
し
て
何
よ
り
も

東
北
や
茨
城
常
総
市
の
災
害
の
こ
と
を
先
ず
優

先
に
早
期
復
興
を
全
議
員
の
先
生
方
に
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
、
地
方
議
員
の
一
人
と
し
て

お
願
い
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

籠
田
　
利
男

　
　
　
ア
ル
ピ
コ
交
通
山
形

　
　
線
の
維
持
、
確
保
の
た

め
の
対
策
を
う
か
が
う
。

　
　
　
村
長
　
不
採
算
路
線

　
　
と
う
か
が
っ
て
い
る
。

利
用
者
増
加
の
た
め
、
運
賃

助
成
が
効
果
的
と
考
え
る
。

村
と
し
て
将
来
に
わ
た
り
可

能
な
施
策
を
探
っ
て
い
く
。

　
　
　
西
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
バ
ス
の
利
用
促
進
対
策

は
。

　
　
　
村
長
　
利
用
者
が
年

　
　
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

検
討
会
に
利
用
者
の
立
場
で

意
見
を
伝
え
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
。

　
　
　
福
祉
バ
ス
の
利
便
性

　
　
向
上
対
策
は
ど
う
か
。

　
　
　
村
長
　
路
線
や
ダ
イ

　
　
ヤ
の
見
直
し
、
停
留
所

の
整
備
、
バ
ス
を
小
型
化
し

複
数
台
で
運
行
す
る
等
が
必

要
と
考
え
る
。

　
　
　
高
校
生
の
バ
ス
利
用

　
　
が
減
っ
て
い
る
。
保
護

者
の
送
迎
等
の
自
助
努
力
は

負
担
が
大
き
い
。
通
学
の
足

確
保
と
同
時
に
バ
ス
路
線
確

保
の
た
め
、
バ
ス
代
補
助
の

考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　
村
長
　
バ
ス
代
補
助

　
　
に
よ
り
利
用
が
伸
び
、

路
線
の
確
保
に
つ
な
が
れ
ば

補
助
の
効
果
が
出
る
。
保
護

者
の
負
担
軽
減
は
何
ら
か
の

対
策
を
講
じ
る
必
要
は
感
じ

る
。

　
　
　
実
施
計
画
に
あ
る

　
　
「
路
線
バ
ス
補
助
」
に

５
百
40
万
円
を
見
積
っ
て
あ

る
が
具
体
的
な
内
容
は
何
か
。

　
　
　
村
長
　
平
成
28
年
度

　
　
か
ら
の
実
施
を
見
込
ん

だ
も
の
。
松
本
駅
ま
で
の
料

金
を
一
律
５
百
円
と
す
る
よ

う
助
成
す
る
も
の
。
実
施
に

あ
た
っ
て
関
係
機
関
や
運
行

会
社
と
の
協
議
が
必
要
に
な

る
。

増澤武志議員

バ
ス
代
の
軽
減
、福
祉
バ
ス
の
充
実

等
、
利
用
者
増
対
策
を
考
え
る

村 長 住
民
の
足
の
確
保
の
た
め
、

公
共
交
通
の
充
実
が
課
題
だ
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∧
９
月
∨

３
日
　
東
筑
摩
郡
村
議
会
議
員
大

会

４
日
　
第
３
回
議
会
定
例
会
開
会

５
日
　
ピ
ア
や
ま
が
た
敬
老
祭

６
日
　
地
震
総
合
防
災
訓
練

７
日
　
一
般
質
問

９
日
　
敬
老
会
（
ト
レ
セ
ン
）

10
日
　
議
会
全
員
協
議
会

11
日
　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

14
日
　
福
祉
文
教
常
任
委
員
会

16
日
　
第
３
回
定
例
会
最
終
日

17
日
　
松
く
い
虫
被
害
対
策
講
習

会

18
日
　
福
祉
文
教
常
任
委
員
会

　
　
（
民
生
児
童
委
員
懇
談
会
）

26
日
　
小
学
校
運
動
会

27
日
　
秋
の
環
境
整
備

30
日
　
保
育
園
運
動
会

∧
７
月
∨

１
日
　
朝
日
村
・
山
形
村
議
会
議

員
研
修
会

７
日
　
鉢
盛
中
学
校
組
合
臨
時
議

会

９
日
　
福
祉
文
教
常
任
委
員
会

17
日
　
定
例
全
員
協
議
会

　
　
　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

23
日
　
議
員
研
修
会

∧
８
月
∨

15
日
　
成
人
式

　
　
　
山
形
じ
ゃ
ん
ず
ら

18
日
　
公
営
企
業
会
計
勉
強
会

21
日
　
定
例
全
員
協
議
会

議
会
日
誌

　
第
３
回
定
例
会
に
傍
聴
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
次
回
の
定
例
会
に
も
ぜ
ひ
傍
聴
さ
れ
ま
す
こ
と
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
定
例
全
員
協
議
会
、
総
務
産
業
常
任
委
員
会
、
福
祉
文
教

常
任
委
員
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
傍
聴
さ
れ
る
方
は
議
会

事
務
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
次
回
の
定
例
会
は
12
月
で
す
。
一
般
質
問
に
は
、
多
く
の
皆
様
の

傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。



　
私
は
子
供
の
時
か
ら
走
る

こ
と
が
好
き
で
し
た
。
高
校

は
陸
上
部
に
入
り
、
バ
レ
ー

も
や
り
ま
し
た
。
村
へ
来
て

か
ら
は
村
民
運
動
会
の
リ
レ

ー
や
分
館
対
抗
の
卓
球
や
バ

レ
ー
・
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
へ
出

ま
し
た
。
プ
ー
ル
の
出
来
た

時
は
水
泳
も
や
り
に
行
き
ま

し
た
。
好
き
な
運
動
が
出
来

て
幸
せ
で
し
た
。

　
山
形
村
は
ク
ラ
ブ
活
動
が

色
々
あ
り
ま
す
。
私
は
コ
ー

ラ
ス
と
詩
吟
と
扇
舞
を
や
り

ま
し
た
。
今
は
コ
ー
ラ
ス
だ

け
で
す
。
他
に
勉
強
会
は
、

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
と

農
協
女
性
部
の
会
で
す
。
そ

の
他
の
グ
ル
ー
プ
は
３
つ
ば

か
り
あ
り
ま
す
。
会
の
中
で

は
一
番
年
上
な
の
で
す
が
若

い
方
と
の
付
合
い
が
私
に
と

っ
て
若
さ
を
保
っ
て
く
れ
ま

す
。

　
い
く
つ
も
の
会
に
入
っ
て

い
る
の
で
多
勢
の
お
友
達
が

い
て
幸
せ
で
す
。
会
に
出
る

時
は
色
々
の
漬
け
物
を
持
っ

て
行
き
ま
す
。
皆
さ
ん
喜
ん

　
私
は
今
年
９
月
７
日
で
、

89
才
に
な
り
ま
し
た
。
最

近
、「
白
萩
の
友
」
と
い
う

句
集
を
出
版
し
自
分
史
も
の

せ
ま
し
た
。
先
日
２
階
を
片

付
け
て
い
ま
し
た
ら
、
結
婚

前
の
日
記
が
出
て
き
ま
し

た
。「
自
己
を
追
求
し
自
己

の
向
上
を
図
れ
自
分
を
愛

せ
、
愛
す
る
と
云
う
事
は
、

自
分
を
こ
き
使
う
事
だ
活
眼

を
広
く
、
ゆ
た
か
な
美
に
あ

こ
が
れ
真
実
に
生
き
る
事
と

瞬
間
に
善
を
な
せ
。
優
し
い

心
明
る
く
、
朗
ら
か
に
生
き

よ
。」
と
あ
り
ま
し
た
。
其

の
気
持
は
現
在
で
も
変
っ
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
今
は
書
道
塾
、

民
話
、
俳
句
ク
ラ
ブ
と
婦
人

会
の
仲
間
の
日
の
出
会
な
ど

大
勢
の
友
に
助
け
ら
れ
日
々

感
謝
の
気
持
で
生
き
て
居
り

ま
す
。
大
勢
の
人
と
楽
し
く

話
す
。
お
し
ゃ
れ
を
し
て
自

分
の
し
た
い
事
を
き
ま
り
よ

く
す
る
。
こ
れ
が
若
さ
の
秘

訣
か
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。

音
楽
が
好
き
で
、
ま
た
韓
国

ド
ラ
マ
な
ど
観
て
余
生
を
楽

し
く
生
き
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
居
り
ま
す
。

　
私
は
今
年
88
歳
の
米
寿
を

迎
え
ま
す
。
年
に
応
じ
て
腰

も
曲
が
り
、
力
も
落
ち
ま
し

た
が
、
家
が
農
家
で
す
の

で
、
来
年
に
米
寿
を
迎
え
る

妻
と
二
人
で
無
理
の
な
い
程

度
で
畑
へ
出
て
、
働
き
過
ぎ

ず
休
み
過
ぎ
ず
で
軽
い
仕
事

を
し
て
お
り
ま
す
。
雨
の
日

な
ど
は
読
書
な
ど
も
し
ま

す
。

　
畑
は
ビ
ッ
グ
（
大
型
商

店
）
の
近
く
に
あ
り
、
ビ
ッ

グ
に
出
入
り
す
る
車
も
良
く

見
え
ま
す
。
又
、
歩
い
て
ビ

ッ
グ
に
行
く
人
も
あ
り
、
家

の
畑
の
中
道
を
通
り
、
私
共

と
話
を
し
て
顔
な
じ
み
と
な

る
人
も
い
て
、
楽
し
み
の
一

つ
で
す
。

　
一
日
の
仕
事
を
終
え
、
夕

食
時
の
一
杯
の
晩
酌
で
よ
く

眠
れ
、
早
寝
早
起
き
を
心
掛

け
て
お
り
ま
す
。

　
健
康
な
体
に
生
み
育
て
て

く
れ
た
父
母
や
、
温
か
く
見

守
っ
て
く
れ
て
い
る
家
族
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

で
く
れ
ま
す
。
畑
か
ら
帰
っ

て
来
て
料
理
は
忙
し
い
で
す

が
な
る
べ
く
手
を
ぬ
か
な
い

よ
う
に
心
掛
け
て
居
り
ま

す
。

　
今
は
腰
が
ま
が
っ
て
し
ま

っ
て
若
い
時
の
よ
う
に
出
来

ま
せ
ん
が
何
の
仕
事
も
さ
あ

や
ろ
う
と
い
う
気
力
が
大
事

で
す
。
年
を
取
っ
て
も
軽
ト

ラ
ッ
ク
を
運
転
し
て
働
け
る

の
で
幸
せ
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
体
や
運
転
に
気
を
つ
け
て

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

米
寿
を
迎
え
て

上
條
利
昭

（
中
大
池
）

山
口
晴
子

（
小

　坂
）

長
寿
健
康
の
秘
訣

本
庄
日
出
子

（
上
大
池
）

「
汝
の
全
力
を
つ
く
せ
」を

　
　
　
　
　
　つ
ら
ぬ
く

８

キャッチボール

みなさんと議会

私の一言私の一言
長寿のみなさんに聞く


